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彗星襲見者リード氏逝く

　過去十年間に，最も多くの彗星下見をやつk名物男Wilram　Reid氏が

去る六月8日に死んだ一一この事は同月10日頃の各新聞紙が南阿Capetown

嚢の電報εして載せてみる所である．

　Reid氏は南アフリカの英領Cape　Province州，　Capetown市外のRonde－

bosch町に住んでみたアマチュア天文家であって，生れば1861年であっナこ

言いふから，今年は67歳位老齢であった．しかるに1917年二面最近に至る

まで受け様に多くの彗星を登欲した元氣を見るε，優に肚者をしのぐ有様

は實に驚嘆すべきものであった．ミころが，今までεても常に身膿強健ε

いふわけでは無かつナこらしく，むしろ可なり頻繁に病臥したらしい最高も

傳へられナこ．現に本年二月10日，英國ROyal天文學會の総會に於いて，

Steavenson氏ε共にJackson－Gwilt賞牌を一白せられた時にも，　Reid氏自

身は病臥して，よほ曹の重態にあったらしい，恐らく此の病が盆々重くな

って遙に起たなくなつナこものであらう．非常に惜しい事である．

　Reid氏はクク製の「6吋」赤道儀を持って，十年間に十回のi彗星を獲温し

7eレコードの持ち主である．「天界」にも今まで度々其の名を載せfc．今，

下に氏の登見した彗星の一覧表を示すミ，

（1）Encke彗星（第34回出現）1917c＝1918　L　1917年蜘卜二月31日獲見・但し

　　　託の前日（：ドイ）ソのSchorr教授が濁立に獲見し7こから，　Reid氏の名【工出

　　　なかつ7こ・

（2）新彗星1918a＝191811・　1918年六月12日蛮見・

（3）薪彗星1921a＝192111・　1921年三月13日獲見・（「天界」第1巻第222頁）

（4）EnCke　i彗星（第35回幽現）1921d＝19211V・　1921年七月27日獲見・

　　　SI　jelterup氏電同日で，僅かに逞る・

（5）　薪彗Wt　22a＝1921V．　1922年一月24日襲見・（「天界」第1巻第9τ頁第111：頁）

（6）　Grig9彗星（第2回出現）・　1922b＝1922L　1922年五．月6日一見・SkJellerup氏

　　　より僅かに数時間逞る・

（7）b，Arrest彗星（第8回出現＞1923b＝19221L　1923年十一月10日獲見・（「天
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　　界」第10春第65頁）

（8）　新i彗i星1924a＝19241．　　1924年三三月300李下・（「天界」第1、「谷第165頁）

（9）瓢彗星1925b＝192511、2＞　　1925年三月20日子見3（「天界」（第V春第154，

　　　187，280頁，同第VI巻第77，357頁，　BULLETIN第47號，第77號）

（IO）新彗星1927’b・．1926VII・　1927年一・月26日必見・（「天界」第VII巻第172，

　　211，423頁：，BULLETIN第103，108號）

　上に記しナこ如く，今年二月のローヤル天文學會でReid氏は賞牌を授

與されたが，其の式場で會長Phiiiip師がReid氏の學蹟を構揚した演

説を薙に課出して，氏の璽を弔ふこΣごしゃう．

　『（前略）．1861年，JacksOn－Gwilt夫人が本紀に300ポンドの3分利付き

新公債を寄附するこεを申し出られましfこ時，夫人は此の公債の罰り前

を以って三島なる時機に，天文學の進歩に著しき貢献をした人々に與へ

るやうにεいふ意志を表明されました．そして此の學術的貢献の性質に

ついては何も制限を置かす，ごく熱い意味ではありましfけれさ，夫人

は恐らく，好い書物の著述や，新しい天文器械の童謡や，新しい天饅の虚

心なさを意味してゐられたこεミ考へます．夫人は1893年十二月に死な

れましたが，其の後，1897年に初めて此の賞牌が授與されるこεになり

ました時．農時の有名な彗星襲見者Lewis　Swift氏が其の選に入りまし

た．今年，また，わが評議員會は此のJacksOn－Gwilt賞牌を彗星嚢見者

Will　iam　Reid氏に與へるこεミ致しました．　Reid氏は南阿Cape州

Rondeboschの人でありまして，其の後年の學蹟から見てふさはしくも，

かの「1861年の大彗星の光芒の下に於いて生れナこ」人であります．

　『Reid氏の論客の色見は6回以上に上ります．煮出は1922工（Ghgg－

Skjellerup）彗星を，　Skjellerup氏ε同じ夜凋立に護見したのでありますが，

Skjellerup氏の方が一一二時間早かったものでありますから，　Reid氏は此

の彗星に自己の名を附せないやうに希望しました．氏は541921年にも，

9vkjelierup氏ε同じ夜にEncke彗星を見付けました．それから1923年に

は，初め新彗星だε思ったものを獲見しましナこが，後に之れはd’Arrest

彗星だε分りましナこ．此の獲見は特に償値：の高いものでありましナこ．何

ざなれば，此の彗星は約6年牟の週期を持つもので，幾度も捜索が行は
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れましtに拘らす，遽に不成功であっナこ結果，殆んさ見棄てられてみた

もので，それで此の彗星は今時もはや永く見失はれる危期に望んでみた

ものです，Reid氏の智見は全く豫期以上の吉報であったのであります．

　『Reid氏が事實上の唯一磯易者である6個の新彗星の第一は191811で

あります．これは卜い星雲駄の天津で，纐物線の軌道を蓮慨してゐまし

ナこ．第二は1921D：ですが，これは近日鮎で光りが5等級にもなり，其

の一週間前には40’ほさも長い尾がHeidelberg天文皇で寓眞に撮影され

ましナこ．此の彗星は北極から4度孚ほさ・の近くを通過し，8ケ野間も観測

されましk．Reid氏の第三彗星（1921V）は1922年一月に襲見されました

が，之れは近日鮎を前年の十月に通過しナこものであります．此の星の事

にっ、・ては後に叉申しませう．Reid氏の第四彗星は19241で其の年の三

月30日に了見されましk．解れの光りが最も彊かつナこ頃は歓洲から見え

ませんでしたが，南孚球では6ケ月牟の間，よく観測されました．

　『1925年こいふ年は，Crommelin博士が言はれます如く，彗星のため

には實は驚くべき年（annus　mirabilis）でありまして，其の年に十二個

以上の雪見がありましナこ．筒此の年に，近日鮎を通過した彗星の嶽も十

一個口上って居ります．わがReid氏は，特に申すまでもなく，勿論此の

多数の彗星畿見の中に相當の割り前を持ってみるのでありまして，郎ち

三月20日に1925b星を登即しました．下れは其の後四ケ月目に近日鮎を

通過しましナこが，前後凡そニケ年の間観測が行はれました．其の光りの

最：も弓最い時は肉眼にも見えましteが，　Merfield氏が計算しナこ所に嫁りま

すε，軌道に楕旧型で，週期は6910年S言はれて居ります．

　『Reid氏の第六彗星は1926VIIでありまして，1927年一月21日に替れが

半里されました時には既に近日鮎を通過しte後でありましたため，観測

・は全く野牛球に限られて居りました．

　『かうした度々の嚢見のレコードは實に見事なものであるこεを，満揚

の會員諸員も御賛成下さるε思ひます．彗星εいふものは決して容易に

手に入る獲物ではありません．尤も，稀には，輩に望遠鏡ででたらめに

天室を捜しまはってみるS，彗星がふミ税野の中に飛び込んで來るこミ
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もあります一例へば有名な1892111彗星は故Holmes君が決して彗星を

捜してみたのではないのに會々見つかったものでありました．しかし，一

般に言へば彗星は非常に永い間の忍耐ε持久の賜εして月つかるもので

あります．故にReid氏の獲見物語は南アフリカの観測天文學に光彩を

放つものであります。之れこ比較して見ますε，我が英國に於いては・

過去75年間に僅々4個の彗星が二見されナこに掴ぎません．尤も之れには

我が國（英國）の曇天の多いこミが其の原因の一部には違ひありませんか

しかし室氣の透明さから言へば世界の他の部分も多くは三門ぐらゐであ

りませう一二十八世紀末のCaroline　Herschelのやった多くの登見を想

ひ起します一εにがく二見のナこめに費される天室捜索の長時間なとか

ら考へて見ますE，吾々英國の観測都こちは一般により確定的な結果の

揚りさうな仕事に多くの努力を携ふやうに思はれます，しかし，ごにか

く，かの192’ hV彗星がReid氏によって登見されたよりも藪ケ月以前の

近日黒樋過の頃光りは可なり明るくて観測には好都合であっtcらしいの

に拘らす，こちらでは全く見付けられす，すつε南に走ってから始めて

熟練なReid氏に三見されナここεは，實に吾々北方の観測者の恥ミしな

ければならない所であります．

　『勿論，人は誰でも一二の技には如何に熟練であっても一善良な観

測者Sなるεは言へせん．必らすや，良い彗星捜索者には回る特殊な素

質が必要であります．前にも私は忍耐S持久の事を申しました．しかし，

同時に，襯三者は叉望遠鏡の三野の中を去回する種々の三二を見るため

に，鏡い眼ε敏捷な判断力が必要であります．天室を捜索中に，やXも

すれば微光彗星の如き淡いものを見逃すこミがあります．Reid氏の言に

よれば，望遠鏡の二野の中央に置かれた彗星を，朋友たちが見付けるこ

ミの出來ないやうなものを，氏は時々捜索中に見付け得るほさ，其の眼

は彗星に敏感であるそうであり聞す．

　『Reid氏の業蹟は多く観測者間にも氏を名馨の地位に置き，氏は南ア

フリカ天文學會の會長にあけられfこεもあります．今回わが評議員會

が氏に賞牌を授與するに至りましたこミについて，會貴諸君は必ずや熟
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心に賛成して下さるこεε信じます．数日前，私はCapeの手立天文毫

長から愉快なる手紙を貰ひましkが，其れによりますS，此の賞牌授與

の事が「Capeタイムス」紙に載せられた日，氏は此は此の評議員會の決

議に大愛喜ばれた由であります．肇長の言によれば，氏は又南アフリカ

に於いて，’彗星捜索に心事する他の人々を個人的に奨め働まして，間接

に此の人々の盗見成功を助け＃由であります．Sころが，こNに特に

遺憾なごミは，Reid氏が目下病氣重態でありまして甚だしく苦痛を味は

れて居ります．「此の賞牌のニウスが氏をひさ・く喜ばせましf」ε，皇長

は書いて居られます．

　『Jackson博士よ，私は今此の賞牌を貴君に渡し，　Reid氏へよろしく御傳

へを願ひますミ共に，氏の墨蹟に封ずる吾々の賞讃の意こ病氣の治癒ε

健康の回復のtめの吾々の希望を氏に傳へ下さるこミを望みます．』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（拍手）

　　　　　去る六月三日の月蝕丁丁

　六月三日の皆翫月蝕を観測するため，京都大學天文毫では其の前々日に

打ち合はせ會を多いk．そして下の如く部署を定めナこ，一

　　　　　　　（1）30センチ大vンズで眼識及び爲眞観測　中村自計・ン・機｛（，）、6。。チ反射蹴眞撮影

＋入・・チ機
P：：：惚寄；；懇習禦撫観，IJ

三十三センチ機（5）33センチ反射鏡で眼戸畑測

二憧圏：；：惣諜／で爲眞撮影

・計六…機o畿嬬御駕欝1
小山十三・ピンチ機（10）13センチ反射鏡で眼覗観測

十センチ擬（11）10センチ赤道儀で眼覗観測

山本十センチ機　（12）10センチ屈折機で眼親富麗

騰夫｝時計・・

叢，i光欝聯

柴田淑次｝時計460
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